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カヌー遊びやじゃがいも掘り、パークゴルフで楽しみました

第
十
二
回
ふ
る
さ
と
フ
レ
ン
ド

リ
ー
ツ
ア
ー
の
た
め
、
香
川
県
財

田
町
の
小
学
六
年
生
三
十
二
名
と

引
率
三
名
を
含
む
、
総
勢
三
十
五

名
の
皆
さ
ん
が
、
七
月
二
十
九
日

か
ら
八
月
一
日
ま
で
の
日
程
で
来

村
さ
れ
ま
し
た
。

フ
レ
ン
ド
リ
ー
ツ
ア
ー
の
一
行

は
、
二
泊
を
村
内
家
庭
に
民
泊
し

な
が
ら
、
村
内
の
六
年
生
児
童
た

ち
と
の
交
流
や
施
設
の
見
学
な
ど

で
、
有
意
義
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

一
行
が
来
村
し
た
時
は
、
あ
い

に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
翌
日

に
は
雨
も
上
が
り
、
洞
爺
湖
周
辺

の
施
設
見
学
や
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

交
流
、
カ
ヌ
ー
遊
び
、
じ
ゃ
が
い

も
堀
り
体
験
な
ど
、
日
頃
で
き
な

い
体
験
を
し
た
り
、
七
月
三
十
日

夜
に
は
、
民
泊
家
庭
の
協
力
に
よ

り
、
洞
爺
夏
ま
つ
り
を
楽
し
ん
だ

り
、
洞
爺
村
の
思
い
で
を
た
く
さ

ん
作
っ
て
い
ま
し
た
。
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洞
爺
村
商
工
会
・
洞
爺
観
光
協

会
主
催
の
洞
爺
夏
ま
つ
り
が
、
七

月
三
十
日
洞
爺
水
の
駅
ふ
れ
あ
い

中
央
広
場
な
ど
を
会
場
と
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
半
、
可
愛
ら
し
く
化

粧
し
た
稚
児
行
列
に
始
ま
り
、
十

時
か
ら
は
浮
見
堂
公
園
で
、
聖
徳

太
子
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
は
、
広
場
に
生
ビ
ー

ル
や
焼
き
そ
ば
な
ど
の
屋
台
が
並

び
、
バ
ン
ド
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
洞
爺
中
学

校
吹
奏
楽
部
の
見
事
な
演
奏
が
加

わ
り
、
村
民
や
観
光
客
の
皆
さ
ん

の
大
き
な
拍
手
を
浴
び
ま
し
た
。

午
後
七
時
か
ら
は
、
恒
例
の
山

車
や
「
か
つ
ぐ
会
」
の
ち
ょ
う
さ
、

「
む
ら
び
と
踊
る
社
中
」の
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
な
ど
の
パ
レ
ー
ド
で
、

一
層
盛
り
上
が
り
、
初
め
て
子
供

山
車
が
用
意
さ
れ
、
保
育
所
幼
児

も
練
り
歩
き
ま
し
た
。

財
田
町
の
皆
さ
ん
も
、
役
場
で

の
歓
迎
式
後
に
夏
ま
つ
り
会
場
に

入
り
、
財
田
町
か
ら
贈
ら
れ
た
ち

ょ
う
さ
や
鮮
や
か
に
描
か
れ
た
山

車
な
ど
に
盛
ん
に
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

最
後
は
恒
例
の
盛
大
な
花
火
が
、

真
夏
の
洞
爺
村
の
夜
空
を
染
め
、

集
ま
っ
た
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。

有志により、差し上げられた「ちょうさ」

きれいに化粧をしてもらい市街地を練り歩く

保育所幼児も練り歩いて花をそえる 洞爺中学校による吹奏楽の演奏
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七
月
十
五
日
、
洞
爺
小
学
校

の
全
校
生
徒
、
教
諭
の
計
六
十

五
名
が
中
島
に
渡
り
、
体
験
学

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
授
業
は
、
村
の
「
特
色

あ
る
教
育
活
動
」
事
業
の
一
環

と
し
て
、「
中
島
を
探
検
し
、

洞
爺
村
を
見
つ
め
直
そ
う
」
と
、

中
島
の
洞
爺
村
エ
リ
ア
（
西
山
、

北
側
湖
岸
な
ど
）
で
野
性
味
あ

ふ
れ
る
自
然
や
、
村
の
未
知
な

る
環
境
を
体
験
し
、
新
た
な
視

点
で
地
域
を
と
ら
え
、
自
然
や

環
境
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め

た
り
、
広
げ
た
り
す
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。中

島
で
は
、
洞
爺
ガ
イ
ド
セ

ン
タ
ー
の
ガ
イ
ド
に
よ
る
、
洞

爺
湖
、
中
島
の
成
り
立
ち
や
、

エ
ゾ
鹿
と
自
然
と
の
関
わ
り
、

樹
木
な
ど
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
探
検
を
楽
し
み
ま
し
た
。

香
川
県
財
田
町
民
ツ
ア
ー
の
四

十
九
名
の
皆
さ
ん
が
、
七
月
三
十

日
の
洞
爺
夏
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て

来
村
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
旧
三
樹
園
庭
園
内
の

大
久
保
　
　
　
翁
の
胸
像
前
で
記

念
撮
影
後
、
役
場
で
の
歓
迎
式
に

臨
み
ま
し
た
。
役
場
で
は
村
内
の

関
係
団
体
代
表
と
の
懇
親
会
に
先

立
ち
、
姉
妹
町
村
盟
約
三
十
周
年

に
あ
た
り
記
念
品
を
相
互
に
贈
る

た
め
、
近
藤
財
田
町
長
と
菊
地
村

長
が
、
目
録
（
財
田
町
よ
り
、
記

念
樹
（
百
日
紅
）
一
式
、
洞
爺
村

よ
り
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
一
式
等
）
を

交
換
し
、
今
後
も
相
互
交
流
を
進

め
る
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

歓
迎
会
及
び
懇
親
会
後
に
、
財

田
町
の
皆
さ
ん
は
、
洞
爺
夏
ま
つ

り
会
場
に
移
動
し
、
財
田
町
か
ら

贈
ら
れ
た
ち
ょ
う
さ
や
山
車
、
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
の
パ
レ
ー
ド
、

花
火
な
ど
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

中島北側湖畔でガイドさんの説明を聞く

高速艇に乗り込み、いざ中島へ！

ツアーで訪れた財田町の皆さん

記念品目録を交換する
近藤町長と菊地村長

洞
爺
再
発
見
！特色

あ
る
教
育
活
動

姉
妹
町
村
三
十
周
年
記
念
事
業

財
田
町
民
が
夏
ま
つ
り
に
来
村
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「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
洞爺村国際彫刻ビエンナーレ2005

大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」
大賞にルーマニアのキフ・パネッテさんの
「ＴＲＡＶＥＬＬＥＲ　ＷＯＲＬＤ」

真剣な眼差しで審査を行う

今
年
で
第
七
回
目
の
開
催
と
な

る
洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
２
０
０
５
の
第
二
次
審
査
会
が
、

七
月
二
十
六
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
、
大
賞
、
準
大
賞
、
優

秀
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
一
点
、
今
回
か

ら
新
設
の
伊
達
信
用
金
庫
賞
一
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
展
覧
会
は
、
九
月
二
十

三
日
か
ら
十
月
二
十
三
日
ま
で
総

合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
す
。

受
賞
作
品
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

（
詳
し
い
紹
介
は
、
次
号
の
広
報
に

掲
載
し
ま
す
）

五
月
二
十
四
日
、
東
京
都
で
行

わ
れ
た
第
一
次
審
査
会
で
二
十
ケ

国
、
六
十
点
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

第
二
次
審
査
会
の
会
場
で
あ
る

総
合
セ
ン
タ
ー
に
は
、
こ
れ
ら
六

十
点
の
作
品
、
全
て
が
揃
い
、
審

査
委
員
長
の
笹
野
尚
明
北
海
道
美

術
館
学
芸
員
研
究
協
議
会
会
長
・

前
札
幌
芸
術
の
森
美
術
館
館
長
を

は
じ
め
五
氏
が
慎
重
か
つ
厳
正
に

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
審
査
は
、
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
に
関
す
る
村
民
理
解
向
上
の
一

環
と
し
て
公
開
審
査
を
行
い
、
村

民
約
三
十
名
は
、
段
階
的
に
厳
選

さ
れ
て
い
く
審
査
の
行
方
を
、
固

唾
を
呑
ん
で
見
守
り
ま
し
た
。
公

開
審
査
の
説
明
で
、
笹
野
審
査
委

員
長
は
、「
一
回
目
で
選
ば
れ
た
作

品
で
高
得
点
だ
か
ら
と
い
っ
て
大

賞
に
選
ば
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

段
階
的
に
進
ん
で
い
く
審
査
の
中

で
、
わ
れ
わ
れ
も
修
正
を
行
っ
て

い
く
の
で
す
。」と
審
査
の
難
し
さ

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
後
の
総
評
で
は
、「
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ
も
回
を
重
ね
、
出
品
作
品

の
質
も
知
名
度
も
上
が
っ
て
き
ま

し
た
。
一
時
は
、
九
百
点
近
く
あ

っ
た
応
募
作
品
も
、
ち
ょ
う
ど
良

い
六
百
点
と
落
ち
着
い
て
き
た
よ

う
で
す
。
ま
た
、
受
賞
作
品
以
外

に
も
、
良
い
作
品
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。」
と
作
品
の
傾
向
の
変
化

を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
を
発
案

さ
れ
た
故
藤
本
雅
俊
元
村
長
の
遺

徳
を
讃
え
て
設
け
ら
れ
た
『
Ｆ
氏

賞
』
に
つ
い
て
は
、
八
月
一
日
か

ら
三
日
ま
で
の
三
日
間
、
村
民
投

票
が
行
わ
れ
、
受
賞
作
品
が
決
定

し
ま
す
。

大　　　賞 キフ　パネッテ ルーマニア TRAVELLER WORLD（旅人たちの世界）

準　大　賞 瀧川　比呂史 日　本 Personal Library

優　秀　賞 キティチャロエンウィワット　アリヤ タ　イ “FLYING IN THE BOX”（かごの中の鳥）

伊達信用金庫賞 松本　　薫 日　本 Cycle-90°「風の予感」

作　家　名 国　名 作　品　名

受賞作品一覧

大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

準
大
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞

伊
達
信
用
金
庫
賞
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こんな事業に

取り組んでいます
村は

産業建設課

広報7月号に掲載した「認定農業者制度の活用に向けた取り組みについて」に引き続き、今
月号では、認定までの流れについてお知らせいたします。

◇認定農業者になるためには
認定農業者となるためには、今後５年間を見通して自分の農業経営をどういう方向に改善・

発展させていくのか、それをどのような方法で実現していくのかについて、具体的な経営プラ
ン（農業経営改善計画）を作成し、市町村の認定を受ける必要があります。

本村の認定基準は、
①計画に記載された目標が、洞爺村が定める「洞爺村農業経営基盤強化促進基本構想」の経営

指標の水準以上である（農業所得の向上、労働時間の短縮などが目標となります。）
②目標を達成することが確実であると見込まれる（現在の経営は小さくても目標の達成が見込

まれる場合は認定の対象となります。）
③農用地の効率的・総合的な利用を図る内容となっている
等が要件となっていますが，経営の現状だけを問うのではなく、将来の経営発展の可能性やプ
ロの農業者としてやっていこうとする意欲を勘案して、農業経営改善計画の審査を行います。

認定農業者を目指されている農業者の方は、役場産業建設課産業係までご連絡ください。村
では一人でも多くの農業者の皆さんが認定農業者制度を利用できるよう、相談をお受けしてい
ますのでお気軽にお問い合わせください。

経営改善を
決意
（役場産業建設

課に相談）

経営改善計画
作成
（JAとうや湖
の指導を受ける）

認定審査会に
よる審査
（基本構想と照会）

認定農業者
誕生！
（計画の達成

を目指す）

☆認定までの流れ

認定農業者になるための申請手続きについて

お問合せ先
洞爺村役場産業建設課産業係　　☎82-5111
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農業委員会委員決まる
会長に小林和幸さんを選出

七
月
十
九
日
で
任
期
満
了
と
な

る
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
は
、
七

月
五
日
告
示
さ
れ
、
立
候
補
の
受

付
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
定
数
の

八
名
を
超
え
る
届
出
が
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
無
競
争
で
当
選
が
決

ま
り
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、
農
用
地
の
確
保

と
そ
の
有
効
利
用
、
農
業
担
い
手

の
育
成
、
農
村
の
活
性
化
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
農
業
者
の

直
接
選
挙
で
選
ば
れ
る
委
員
の
ほ

■
選
挙
当
選
委
員
（
届
出
順
）

■
議
会
推
薦
委
員

か
、
議
会
、
と
う
や
湖
農
協
、
い

ぶ
り
農
業
共
済
組
合
か
ら
推
薦
を

受
け
た
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

委
員
の
任
期
は
通
常
三
年
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
は
町
村
合
併

に
伴
い
来
年
の
三
月
二
十
六
日
ま

で
が
任
期
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
改
選
後
初
の
農
業
委
員

会
が
七
月
二
十
七
日
に
開
か
れ
、

会
長
に
小
林
和
幸
さ
ん
、
職
務
代

理
者
に
京
谷
常
美
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

原田尚一さん(44)
成香

西岡健市さん(58)
成香

大西　智さん(46)
大原

宮内昭夫さん(49)
財田

野田義視さん(58)
旭浦

京谷常美さん(56)
美沢西

毛利　衛さん(45)
香川

西山寛幸さん(56)
川東

小林和幸さん(71)
成香

■
い
ぶ
り
農
業
共
済
組
合

推
薦
委
員

丸田健次郎さん(64)
成香

■
と
う
や
湖
農
業
協
同
組
合

推
薦
委
員

佐伯義視さん(67)
美沢東
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昨
年
九
月
よ
り
、
第
十
四
次
英

国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
青
年
と
し
て
、

来
村
し
て
い
た
だ
い
た
ト
ム
・
ヒ

ュ
ー
ズ
さ
ん
カ
イ
ル
・
ウ
ィ
ッ
テ

ィ
ン
ト
ン
さ
ん
の
二
人
が
、
一
年

間
の
活
動
を
終
え
、
七
月
三
十
一

日
、
八
月
二
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
帰

国
し
ま
し
た
。

お
二
人
に
洞
爺
村
で
の
思
い
出

な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

(

ト
ム
さ
ん
︶

初
め
て
洞
爺
に
訪
れ
た
時
、
と

て
も
小
さ
く
見
え
、
し
か
も
ス
タ

ー
バ
ッ
ク
ス
（
コ
ー
ヒ
ー
店
）
が

な
か
っ
た
！
け
れ
ど
、
と
て
も
美

し
く
穏
や
か
な
場
所
で
し
た
。

こ
の
一
年
、
洞
爺
は
私
の
我
が
家

と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
を
離
れ
、

こ
こ
で
で
き
た
良
い
友
人
た
ち
と

別
れ
る
こ
と
に
な
り
、
と
て
も
残

念
に
思
い
ま
す
。

︵
カ
イ
ル
さ
ん
︶

洞
爺
村
は
美
し
く
特
別
な
場
所

で
す
。
洞
爺
の
皆
さ
ん
は
、
と
て

も
親
切
で
手
助
け
し
て
く
れ
ま
し

た
。

(

ト
ム
さ
ん
︶

将
来
日
本
に
戻
る
た
め
、
日
本

語
を
一
生
懸
命
勉
強
し
、
大
学
で

勉
学
に
励
む
こ
と
。
フ
ィ
ッ
シ
ュ

＆
チ
ッ
プ
ス
を
食
べ
る
た
め
に
も
！

※
フ
ィ
ッ
シ
ュ
＆
チ
ッ
プ
ス
﹇
イ

ギ
リ
ス
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
フ
ー

ド
﹈（
魚
の
フ
ラ
イ
と
棒
状
の
ポ

テ
ト
フ
ラ
イ
）。イ
ギ
リ
ス
料
理

の
た
め
冗
談
か
、
料
理
教
室
で

よ
く
作
っ
て
い
た
そ
う
な
の
で
、

そ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

︵
カ
イ
ル
さ
ん
︶

洞
爺
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
。

(
ト
ム
さ
ん
︶

こ
の
一
年
を
通
し
て
親
切
に
し

て
く
れ
た
こ
と
、
洞
爺
の
生
活
に

慣
れ
る
た
め
、
が
ま
ん
と
思
い
や

り
を
見
せ
て
く
れ
た
こ
と
、
皆
さ

ん
の
友
情
に
、
す
べ
て
に
感
謝
し

ま
す
。

︵
カ
イ
ル
さ
ん
︶

ど
ん
な
に
洞
爺
村
が
素
晴
ら
し

い
か
と
い
う
こ
と
を
ず
っ
と
忘
れ

ま
せ
ん
。

ト
ム
さ
ん
・
カ
イ
ル
さ
ん
一
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

村
で
は
、
㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の

支
援
を
受
け
、
総
合
セ
ン
タ
ー
に

自
治
会
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

活
動
支
援
の
た
め
の
イ
ス
・
テ
ー

ブ
ル
・
チ
ェ
ア
ポ
ー
タ
ー
を
整
備

し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
は
、
同
セ
ン
タ

ー
が
全
国
自
治
宝
く
じ
普
及
広
報

事
業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
宝
く

じ
受
託
収
入
を
財
源
と
し
て
運
営

さ
れ
、
住
民
の
皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
に
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
後
、
住
民
の
皆
様
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
積
極
的
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

総
合
セ
ン
タ
ー
に
自
治
会
活
動
振
興
用

備
品
を
整
備

平
成
十
七
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

洞
爺
村
で
の
思
い
出
は
？

帰
国
後
の
夢
は
？

最
後
に
洞
爺
村
の
皆
さ
ん
に
一
言

離
村
式
に
駆
け
つ
け
た
子
ど
も
達
と
の
別

れ
を
惜
し
む

整備された、イスと机
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七
月
十
六
日
（
土
）
恒
例
の
レ

ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
教
室
が
、
洞
爺
湖

畔
で
村
教
育
委
員
会
が
主
催
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
子

ど
も
三
十
二
名
、
大
人
十
五
名
が

湖
で
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し

た
。九

時
三
十
分
に
集
合
し
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
つ
け
て
、
カ
ヌ
ー

を
湖
畔
に
運
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

初
心
者
は
カ
ヌ
ー
の
パ
ド
ル
の
使

い
方
を
レ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

方
に
習
い
、
早
速
、
湖
に
漕
ぎ
出

し
ま
し
た
。

七
月
七
日
、
洞
爺
小
学
校
体
育

館
で
、
村
内
四
小
学
校
と
花
和
小

学
校
の
五
・
六
年
生
、
計
三
十
六

名
に
よ
る
集
合
学
習
が
行
わ
れ
な

し
た
。

こ
の
授
業
は
、
洞
爺
村
複
式
教

育
研
究
会
の
行
事
と
し
て
、「
同
世

代
の
児
童
が
少
な
い
環
境
の
た
め
、

多
人
数
で
行
う
球
技
が
な
か
な
か

で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
集
合
学
習

で
の
球
技
を
扱
い
、
多
人
数
で
ゲ

ー
ム
を
す
る
こ
と
の
楽
し
さ
に
触

れ
さ
せ
、
協
力
、
創
意
工
夫
し
な

が
ら
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
行
う
こ
と

を
学
ば
せ
た
い
。」と
い
う
考
え
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
行
わ
れ
た
ミ
ニ
バ
レ

ー
は
、
六
名
ず
つ
六
チ
ー
ム
に
別

れ
、
ル
ー
ル
の
確
認
、
練
習
の
あ

と
作
戦
会
議
を
行
い
、
実
際
に
ゲ

ー
ム
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
多
人
数
で
の
体

育
授
業
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
・
二
年
生
は
、
伊
達

海
洋
セ
ン
タ
ー
、
果
樹
園
で
の
体

験
学
習
、
三
・
四
年
生
は
別
日
程

で
集
合
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
四
十
三
回
北
海
道
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
各
競
技
が
七
月
十

日
、
西
胆
振
八
市
町
村
で
行
わ
れ
、

洞
爺
村
で
は
、
水
辺
の
里
・
財
田

キ
ャ
ン
プ
場
運
動
広
場
で
の
知
的

障
害
者
に
よ
る
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
競
技
が
、
栗
山
町
「
ハ
ロ
ー

Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
栗
山
」
の
打
守
（
ダ

ッ
シ
ュ
）、
標
茶
町
「
し
べ
ち
ゃ
コ

ス
モ
ス
」
の
川
上
ス
ト
ラ
イ
カ
ー

ズ
、
二
チ
ー
ム
の
試
合
と
洞
爺
村

選
抜
の
洞
爺
村
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
・
役
場
職
員
と
の
親
善
試
合

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
曇
り
空
で
途
中
か

ら
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
む

ら
び
と
踊
る
社
中
の
皆
さ
ん
に
よ

る
演
舞
も
披
露
さ
れ
、
出
場
者
を

元
気
付
け
ま
し
た
。

一
試
合
目
に
行
わ
れ
た
、
打
守

―
川
上
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
ズ
の
試
合

で
は
、
選
手
、
監
督
と
も
に
気
合

が
入
り
、
一
触
即
発
？
し
そ
う
な

シ
ー
ン
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
や
ダ
ブ
ル
プ

レ
ー
な
ど
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に

歓
声
が
沸
き
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
親
善
試
合
で
は
、
役
場

職
員
と
の
試
合
で
ボ
ー
ル
と
一
緒

に
靴
を
飛
ば
し
て
し
ま
う
な
ど
の

珍
プ
レ
ー
や
、
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
子
ど
も
た
ち
と
の
試
合
を

楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
に

乗
っ
た
り
、
船
で
中
島
に
行
っ
た

り
、
昼
食
も
湖
畔
で
の
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
な
ど
で
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま

し
た
。

午
後
に
は
、
消
防
署
の
方
に
よ

る
救
命
教
室
も
行
わ
れ
、
午
後
二

時
三
十
分
ま
で
盛
り
だ
く
さ
ん
の

一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
虻
田
町
か
ら
も
参
加
者

が
あ
り
、
自
然
の
残
る
湖
畔
で
の

カ
ヌ
ー
な
ど
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

雨の中、メダルをかけてもらう選手たち

上手にレシーブできたかな

救
命
方
法
に
見
入
る
レ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
教
室

の
参
加
者

み
ん
な
で
ミ
ニ
バ
レ
ー

集
合
学
習

夏
の
湖
を
満
喫

レ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
教
室

雨
の
中
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
競
技

北
海
道
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
洞
爺
村
大
会
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七
月
八
日
、
農
協
ス
タ
ン
ド
横

交
差
点
で
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
る
、「
旗
の
波
運
動
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
前
日
ま
で
の
雨
も

上
が
り
晴
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
村

内
の
各
事
業
所
の
従
業
員
、
役
場

職
員
、
ま
た
、
洞
爺
高
校
の
生
徒
、

洞
爺
小
学
校
の
児
童
や
洞
爺
保
育

所
の
子
ど
も
ら
約
百
十
名
が
参
加

し
、
交
通
安
全
の
黄
色
い
旗
を
振

っ
て
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩

第
五
十
二
回
洞
爺
高
校
学
校
祭

が
、
七
月
二
十
四
日
一
般
公
開
さ

れ
ま
し
た
。

行
者
な
ど
に
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
洞
爺
小
学
校
の

児
童
や
洞
爺
保
育
所
の
子
ど
も
た

ち
は
、
目
の
前
を
車
が
通
る
た
び

に「
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
大
き
な
声
で
呼
び
か
け
て
い
ま

し
た
。

授
業
で
数
ヶ
月
を
か
け
た
ド
レ
ス

や
甚
平
、
シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
な
ど

の
展
示
を
は
じ
め
お
茶
、
食
堂
、

地
元
野
菜
市
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の

生
徒
や
先
生
が
、
保
護
者
や
地
域

住
民
に
応
対
し
て
、
学
校
祭
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

生
徒
が
自
ら
衣
装
を
着
て
登
場

す
る
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
シ
ョ
ー
で
は
、

大
勢
の
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

が
、
照
明
に
浮
か
び
上
が
る
ド
レ

ス
や
各
種
衣
装
に
歓
声
と
惜
し
み

な
い
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

七
月
三
十
一
日
、
第
七
回
と
う

や
カ
ヌ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
洞

爺
レ
ー
ク
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
）

が
、
洞
爺
湖
畔
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。同

協
会
で
は
、
手
作
り
カ
ヌ
ー

工
房
で
自
作
し
た
人
の
ほ
か
、
キ

ャ
ン
プ
や
ド
ラ
イ
ブ
で
訪
れ
る
人

に
も
、
カ
ヌ
ー
や
湖
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。

カ
ヌ
ー
体
験
試
乗
の
希
望
者
に

同
協
会
員
が
、
パ
ド
ル
の
握
り
や

漕
ぎ
方
を
、
分
か
り
や
す
く
手
ほ

ど
き
し
、
参
加
者
は
湖
上
を
滑
る

カ
ヌ
ー
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

七
月
八
日
、
十
八
時
四
十
五
分

に
ホ
タ
ル
探
検
隊
の
参
加
者
（
児

童
二
十
六
名
、
大
人
九
名
）
が
総

合
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
ま
し
た
。

講
師
は
伊
達
市
教
育
委
員
会
社

会
教
育
主
事
の
飯
塚
淳
一
氏
で
、

ホ
タ
ル
の
標
本
や
ス
ラ
イ
ド
を
使

っ
て
わ
か
り
や
す
く
ホ
タ
ル
の
生

態
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

事
前
学
習
終
了
後
、
バ
ス
で
留

寿
都
村
黒
田
の
坂
庭
さ
ん
宅
へ
到

着
後
、
ホ
タ
ル
が
住
む
池
へ
（
坂

庭
さ
ん
宅
で
は
十
年
ほ
ど
前
、
専

門
家
の
指
導
を
受
け
て
池
を
作
り
、

平
家
ボ
タ
ル
を
放
し
て
い
ま
す
）、

こ
こ
数
日
寒
い
日
が
続
い
た
の
で
、

昨
年
ほ
ど
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
六
匹
ほ
ど
草
む
ら
の
中

で
光
る
姿
が
み
ら
れ
、
参
加
者
の

方
々
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

交
通
安
全
を
呼
び
か
け

旗
の
波
運
動

体
験
試
乗
を
楽
し
む

カ
ヌ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ホ
タ
ル
探
検
隊

キ
ッ
ズ
ベ
ン
チ
ャ
ー
＆

生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
シ
ョ
ー

に
歓
声

洞
爺
高
校
学
校
祭コスチュームショーでエプロンを披露

体験試乗する親子

スライドや道具を使い、ホタルの生態を説明

みんなで交通安全を呼びかけました



七
月
二
十
日
、
小
公
園
の
忠
魂

碑
前
で
、
洞
爺
村
戦
没
者
追
悼
式

が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
戦
後
六
十
年
の
節
目

で
も
あ
り
、
村
と
し
て
最
後
の
追

悼
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
遺
族
会

の
方
や
議
会
議
員
、
各
自
治
会
長

等
、
多
く
の
方
が
出
席
し
、
戦
争

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
込
め
、
祈
り
を
捧
げ

て
い
ま
し
た
。

式
は
、
出
席
者
一
同
の
黙
祷
に

始
ま
り
、
村
長
の
式
辞
の
後
、
追

悼
の
言
葉
を
北
海
道
知
事
高
橋
は

る
み
様
、
洞
爺
村
遺
族
会
会
長
鈴

木
孝
様
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
人
ひ
と
り
献
花
が

行
わ
れ
祈
り
を
捧
げ
式
は
終
了
し

ま
し
た
。

現
在
、
戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
て

い
く
な
か
、
六
十
年
前
の
悲
劇
が

再
び
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、

戦
争
や
テ
ロ
等
が
起
こ
ら
な
い
世

の
中
に
な
る
よ
う
、
皆
さ
ん
も
家

族
の
方
と
一
緒
に
考
え
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

七
月
二
十
一
日
に
、
平
成
十
七

年
度
北
海
道
消
防
操
法
訓
練
大
会

が
、
江
別
市
の
北
海
道
消
防
学
校

で
開
催
さ
れ
、
洞
爺
消
防
団
が
胆

振
地
区
の
代
表
と
し
て
二
度
目
の

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

消
防
操
法
大
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
の
か
た
わ
ら
「
自
分
た
ち

の
地
域
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
精
神
の
も
と
、
日
夜
地
域

の
消
防
活
動
に
従
事
し
て
い
る
消

防
団
員
が
、
消
防
操
法
技
術
の
向

上
と
士
気
高
揚
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
防
災
体
制
の
強
化
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
（
七
チ
ー
ム
）、
小
型
ポ
ン

プ
操
法
の
部
（
八
チ
ー
ム
）
で
消

防
操
法
の
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
洞
爺
消
防
団
は
「
小
型

ポ
ン
プ
操
法
」
の
部
に
出
場
し
、

村
か
ら
駆
け
つ
け
た
消
防
団
員
や

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
の
声
援
を
受
け
、

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
表
し

ま
し
た
。
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中
体
連
胆
振
西
部
地
区
大
会
の

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
剣
道
で
四
地
区

大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

【
剣
道
】

六
月
二
十
五
日（
長
和
中
学
校
）

▽
女
子
個
人
戦

稲
實
亜
利
沙
（
三
年
）
三
位

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

六
月
二
十
一
・
二
十
二
日

（
長
和
北
電
コ
ー
ト
）

▽
男
子
団
体
戦

準
優
勝

ペ
ア
不
足
の
た
め
四
地
区
大
会
は

不
参
加

▽
男
子
個
人
戦

富
田
翔
・
大
畑
卓
也
ペ
ア準

優
勝

▽
女
子
団
体
戦
　
　
　
　
準
優
勝

▽
女
子
個
人
戦

星
渚
紗
・
村
上
欄
ペ
ア

三
位

惜
し
く
も
全
道
大
会
出
場
と
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
】

七
月
九
日
（
室
蘭
高
砂
コ
ー
ト
）

▽
女
子
団
体
戦

準
優
勝

平
成
十
七
年
度
胆
振
管
内
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
タ

平
成
十
七
年
度
胆
振
管
内
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
が
七
月
三
日
、
室

蘭
市
で
行
わ
れ
、
洞
爺
村
卓
球
協

会
の
選
手
、
男
女
十
名
が
出
場
し
、

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
決
勝
リ
ー
グ
で
、
優

勝
（
三
―
０
）
し
ま
し
た
。

星
川
　
菊
子
さ
ん

７
月
８
日
死
去
　
88
歳曙

木
村
　
凌
也

り
ょ
う
や

く
ん

父
　
慎
一
さ
ん

母
　
有
希
さ
ん

７
月
13
日
生
ま
れ

長
男

３
町
内

誕
　
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

成
　
績

よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た

中
体
連
胆
振
西
部
地
区
大
会

中
体
連
胆
振
四
地
区
大
会

戦
後
六
十
年

戦
没
者
追
悼
式

洞
爺
消
防
団
が
、

北
海
道
消
防
操
法

訓
練
大
会
に
出
場

追悼の言葉を述べる、遺族会会長の鈴木孝さん

今までの、練習成果を見せる団員たち


